
リノベーションによる計画の特徴 
 

 

 

 

かつてショッピングモールだった大空間を活かし、壁はなるべく作らず、書架等

の什器によって、多様な空間を生み出しています。中央の円形ホールは、従来の

図書館建築にはない吹抜けの広場空間となり、展示やコンサート、ワークショップ

等、創造的な場所となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・吹き抜けを活かしたつくりに欲しいなぁ 

・本に触れやすい工夫ができないかなぁ 

中央ホール 

 基本計画づくりの主な流れ 

市民意見の収集 

ワークショップ 

ワーキング 

討議会 

共同事業者と調整 

ワークショップ、ワーキング、討議会等、複数の市民参加手法を組合せ、多様な意見収集を

図るよう市民参加の総合デザインを行いました。各会議における目的・テーマ、参加者・募集方

法を設定し、プログラム作成・広報・当日運営、成果の情報発信等を企画しました。まちづくりの

当事者からこれまでまちづくり等に参加したことが無かった市民、子どもまで、延べ 400 人超の

参加があり、幅広く市民の関心が高まる成果が得られ、施設の利用イメージのキーワードとして

「たまり場づくり」が導き出されました。 

（ｂｅｆｏｒｅ） （ａｆｔｅｒ） 

■敷地面積等（※計画時の数値） 

現況 土地（㎡） 建物床（㎡） 活用方針 

①事務棟 873.87 2,407.10 撤去 

②本館 3,111.62 21,030.25 撤去 

③センターモール 5,295.82 9,393.01 改修利用 

④立体駐車場 1,678.75 5,906.71 改修利用 

⑤⑥店舗等 747.92 ― 土地買収予定 

⑦市道 334.53 － 廃止予定 

合計 12,042.51 38,737.07 ― 

市民参加のデザイン 

プロジェクト 

会議 

位置  宮崎県都城市中町１６ 

図書館改修における市民の声の実現化 

幅広い世代の参加 

幼児や小・中・高校生、大学生等の若い

世代から、子育て中のお母さんや地域の高

齢者まで、新しい施設を利用する世代の幅

広い参加を得ました。 

参加募集チラシや市広報の活用、新聞

及び地元ケーブルなどの取材が入るなど、

取り組みの周知を図りました。 

静かな部屋 

本を読む際に静かさを大事にしたい利用

者が使うスペース。パソコンの利用も禁

止しています。 

まちの中心に集い 楽しむ たまり場づくりワークショップ 
 ～都城市 中心市街地中核施設整備支援事業 市民ワークショップ等運営～ 

ギャラリーＡ 

展示、映画上映、講座、ワークショップ等

を行える部屋。来訪時は、地元の食文

化・発酵食品に関する展示・ワークショッ

プが行われていました。 

当施設は、平成 30 年 4 月に竣工し、市民が出した意見をさまざまなところで実現化することができました。 

プロジェクト 

担当者会議 

（市民ワークショップ等で出された意見） 

全体的な調整 

Fashion Lab. 

ファッションブランドデザインが生み出さ

れていく研究工房。Ｔシャツやワンピース

等の身に着けるものを作ることができるス

ペースです。 

マガジンウォール 

都城市は、中心市街地において閉店した百貨店「都城大丸」跡地に、図書館、市民健康センタ

ー、子育て世代活動支援センター等の拠点施設を整備することとし、中でも、跡地に隣接したセン

ターモール（空き店舗）の建物をリノベーションし、図書館として再利用する構想をまとめました。 

本業務では、施設整備に対する市民の声を広く集めることが求められたため、多様な参加手法

を組合せ、市民参加の総合マネジメントを行いました。 

市民ワークショップ等の企画運営の工夫 

本業務の中核となる市民ワークショップは全５回で構成し、参加者が主体的に取り組めるようさまざまな工夫をほどこしました。 

子どもたちでワイワイ騒いでも 

怒られない場所が欲しいなぁ 

規模：都市再生整備計画区域:56.5ha 

計画対象区域:1.2ha 

（※業務時の対象区域） 

 多様な市民ニーズに沿った参加の場の提供 

たくさんの絵本に囲まれて、 

ダラダラ過ごしたいなぁ 

本を読みながらお茶できる 

カフェスペースがあるといいよね 

こどものほん 

小さな女の子が寝そべって絵本を見てい

たり、お母さんがお子さまに紙芝居を読ん

でいたりと、心がほっとするような光景が

見受けられます。 

こどものにわ 

幼児から児童まで、子どもたちが自由に

使うガラス張りの部屋。靴を脱いで多少

声を出してワイワイしても許される、子ども

の感性を育むスペースです。 

Mall Market 

本を読みながらお茶が飲めるスペース。

食を通じて交流が広がり、新しい地域の

姿を創造する「市庭（いちば）」と呼ばれて

います。 

アドバイザー 

会議 

静かに本を読んだり、勉強したり 

する場所も欲しいよね 

ＤＩＹ関係の本を集め、作業できる 

スペースを作って欲しいなぁ 

いろいろな展示スペースがあると 

面白いよね 

図書館 

協議会 

市長 
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●主な会議 

市民ワークショップ 

市民や学生、商工会等の参加型会議で施設のあり

方や構成等議論した。 

市民ワーキング 

活動団体やイベント企画者等による会議で、ワーク

ショップの企画、意見取りまとめ等を行った。 

市民討議会 

無作為抽出の市民会議で、基本計画を討議した。 

子ども模型教室の開催 

市民ワークショップに参加した小学生の

「夢プラン」というキーワードを基に、夏休み

特別企画として模型教室を開催しました。 

当取り組みの企画運営は、都城工業高

等専門学校の学生が主体となり、当日の準

備、進行、市民ワークショップへの報告を行

いました。 

市街地模型を用いた議論の展開 

一般の参加者にとって、周辺施設との関

係や建物規模等が認識しづらいため、市街

地模型の作成を都城工業高等専門学校

建築学科の皆さんに依頼しました。 

模型は、第４回以降の市民ワークショッ

プで活用した他、市役所ロビーに展示し、中

核施設基本計画の紹介に活用されました。 

模型を用いた最終案の説明 

最終案も一般の参加者がわかりやすい

ように模型等を用いて説明を行いました。 

これまでのワークショップ等で出された意

見を基にまとめたプランを紹介し、新施設の

整備イメージを共有しました。 

計画地の広場と同規模の空間で実証実験 

最終回の第５回市民ワークショップでは、

整備予定の広場の使い方を体感するた

め、南九州大学構内に広場と同じ大きさの

空間を準備し、広場の密度実証実験や活

動内容の検証等を行いました。 

当日は、商店街の協力を得て、豚汁や

ケーキ、紅茶などがふるまわれ、広場利用

のイメージがひろがりました。 

ＣＬＡ賞 奨励賞（マネジメント部門） 


